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オンパクは、地域資源を発掘・商品化して地域の付加価値を高め、地域活性化につな

げる試みとして、またコミュニティビジネスのインキュベーションとなる画期的な仕組み

として、地域でますます注目を集め、関心が高まっている。別府オンパクの誕生の背景と

経緯からその最新事情、またオンパク手法（事業目的、構造、期待される成果等）を学び、

“オンパクとは何か”、その神髄に迫る。

講  義 2

「オンパク」とは何か？
～別府オンパクにその神髄を学ぶ～

講 師
NPO法人ハットウ・オンパク 運営室長

野上  泰生 氏

1998年（平成10年）に「別府八
はっ

湯
とう

竹瓦倶楽部」の代表世話人として地域づくりを
開始。最初に始めた地域体験型ウォーク「竹瓦かいわい路地裏散歩」は「長崎さ
るく」のお手本に。2001年（平成13年）から「別府オンパク」を大分県の支援で開
始。2006年（平成18年）からはオンパク手法を全国に伝えるジャパン・オンパク
事業の事務局長としても活動中。野上本館社長、別府市議会議員。
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まち歩きが「シビックプライド」の
再生へ

　私は1965年（昭和40年）生まれで家業は旅館で

す。最近はローコスト旅館、略して「LCR」という分

野を社長として切り開いています。要は安い料金で

泊まれるということで、最近は外国人のお客さんも増

えてきています。オンパクの経験を積みながら、自

分の旅館の形態も変えていっております。

　1998年（平成10年）に別府でまち歩きによるまち

づくりをスタートし、2001年（平成13年）にオンパク

が始まりました。2004年（平成16年）にはオンパク

がNPO法人になりました。2006年（平成18年）頃か

ら全国にオンパクを普及する活動をスタートし、他に

も取り組む地域がそろってきたので、2010年（平成

22年）にジャパン・オンパクという組織ができました。

　私は2011年（平成23年）に別府市の市議会議員

になりました。議員になった理由は、まちづくりやオ

ンパクに関わる経緯の中で、いろいろな面で「なぜ

分かってくれないんだろう」と思うケースがすごく多

かったからです。リクエストばかりしていても仕方な

いので、行政的にオンパクをどう見ているのか、地

域づくりでどういう位置づけなのか、議員になればそ

ういうことも行政サイドから考えられるのかな、他の

地域も全体的に見られるのかなと思っています。

　今日お伝えしたいことは3つあります。まず1つ目

が、地域活性化や観光振興はどこから始めるべき 

かということです。2つ目はオンパクで目指すべきこ

とについてです。結構、勘違いされている方も多い

のですが、勘違いするとかなりドツボにはまるの 

で……。

　そして3つ目は実際に自分の地域でオンパクをや

る場合、何ができて何ができないのかをご理解いた

だければと思っています。今回お話しするオンパク

や地域再生、観光振興は、閉ざされた一部の観光

事業者が行うものではなく、まち全体を巻き込んで

いくプロジェクトだとご理解ください。

　まず最初に、別府オンパク誕生までの背景につ

いてお話ししたいと思います。私の旅館から徒歩1

分のところに竹瓦温泉という非常に歴史ある建物が

あります。この建物が近代的に建て替えられるとい

う話が出ました。その話を鶴田さん（講義3講師）か

ら聞き、何かしないとということで「別府八
はっ

湯
とう

竹瓦倶

楽部」という任意団体を作ったのが1998年（平成

10年）のことです。

　自分はあまり勇気がある方ではないので、反対運

動といった激しい方法ではなく、竹瓦温泉を有名に

することで建物を壊せないようにしていこうと思いま

した。「多くの人に価値を認めてもらえるようになれ

ば、すぐそばにある我が旅館にもお客が増えるし」と

いう若干よこしまな考えもありつつ、スタートしまし

た。その前から、鶴田さんが竹瓦温泉を守ろうという

フォーラムを仕掛けるなどして地域を温めてきてお

り、彼から「お前やれ」と言われて、私が代表世話人

という形になりました。

　そして、1999年（平成11年）夏に別府でまち歩き

が始まりました。竹瓦温泉の周辺の路地裏を散歩す

る「竹瓦かいわい路地裏散歩」です。まち歩きという

と「長崎さるく」が有名ですが、実は始めたのは別府

の方が早いんです。ちなみに長崎の田上市長はこ

の頃、市役所の係長でよく別府に来ていました。一

緒によく路地裏を歩き、まちの未来を語り合ってい

た仲間です。さるくの大成功に、実は我々もちょっぴ

りですが、影響を与えているわけです。

　このまち歩きを始めたことは、別府にとって大きな

変化のきっかけでした。由緒ある歴史などではなく、

地域の生活文化を紹介するもので、「この路地の先
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にはこんな人がいて、こんなことをしているよ」と説

明したり、近所の人の家に上がってお茶を飲ませて

もらったり、非常にゆるい散歩です。これが意外と受

けまして注目を集め、多くの住民が参加してくれるよ

うになり、人気が出てきました。

　このまち歩きは行政とは全く関わりなく、勝手に

やっていました。観光客を増やそうというのが目的

ではなく、地元の人たちに参加してもらおうというの

が目的でした。わがまちにはこういうものがあると認

識し、わがまちについて語り始める。かっこよく言えば

「シビックプライド」、すなわち地元市民の誇りの再生、

それが一番重要だと思うのです。

　このまち歩きは最初は住民が参加し、その後に観

光客も参加するようになりました。いきなり観光プロ

グラムとしてまち歩きをやる地域がよくありますが、

それが成立するのは長崎のように、もともと観光資源

が豊かな場所、歴史と物語がある場所に限られます。

　とはいえ、長崎さるくも観光プログラムとして成立

しているコースは限られていて、大部分は観光素材

になり得ないけれどシビックプライドにとって大事な

ものをコースとして作っています。

　観光都市長崎を今後50年、100年成立させてい

くためには、住民が自ら長崎の素晴らしさを語れる

町にすべきで、まち歩きはそのためにあるという考

え方は田上市長も私たちと多分同じ意見だと思いま

す。ですから、私はまち歩きをいきなり観光プログラ

ムとして商品化することについては、いささか懐疑

的です。まずは住民が参加してまちの素晴らしさを

発見するプロジェクトという位置づけで始めた方がう

まくいくのではと思います。

　私たちがやっていたまち歩きでは、基本的にガイ

ドはあまり話しません。人を紹介するのが主な役割

です。お店に入っていって、ご主人に「ちょっと話し

てください」とお願いしたり、道で突然出会った人に

話をしてもらったり。そういった「つなぐ」役割です。

その方が絶対楽しいですし、ノウハウもいらないで

すね。すごく難しい検定に受かって暗記したことを

話すとか、そういうガイドは基本的に聞いている方も

苦痛です。それより、地元の生活や暮らしている人

と触れ合える方がはるかに楽しいのです。

　まち歩きのいい点は、オープンであるということで

す。オープンな場なので、仲間がどんどん増えてい

きます。いろんな人が入ってきて、いろんな新しいこ

とを始めるといういい循環が生まれてくると。別府の

場合は、まち歩きから発展して、路地裏文化祭、地

域通貨の「湯
ゆ ー ろ

路」などが生まれました。

　「湯路」は発表したら、すぐにジャパンタイムズが

「ヨーロッパのユーロ通貨に強力な敵が現れる」み

たいな見出しで取り上げてくれました（笑）。くだらな

いようですがこういうダジャレから入ると、メディアで

取り上げてもらえます。その後も「定額給付湯路」と

か「子ども手当湯路」とか、国の政策で何か新しい

ものが出るたびに追随して、そのたびに全国紙で取

り上げられていました。

　最近はデフレにかけて、お湯をあふれさせようと

いうことで「アフレターゲット」なんて言ってます（笑）。

こういうふうに楽しくやっていると、仲間が集まってき

てさらに楽しいことが起きてくる。こういうことが

1999年（平成11年）からオンパクが始まる2001年

（平成13年）までに、いろいろ行われてきました。

「関係」×「経済」×「環境」、
見えてきたまちづくりの法則

　最初のまち歩きから、オンパクが始まる前までは

完全に民間だけでやっていました。鶴田さんが当時

の市長と仲良くなかったのもありまして（笑）。そこま
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でやってきた中で、ある種の法則が見えてきました。

実は私は仕組みや法則が大好きな「仕組みマニア」

なんですが、そこで見えてきたのが、「地域再生は地

域を知ることから始まる」ということです。

　私自身がまさにそのいい例で、別府に生まれ育っ

たものの竹瓦倶楽部の活動をするまで、自分の旅館

から徒歩1分の竹瓦温泉に入浴したことがありませ

んでした。でも、実際に竹瓦温泉に入浴してみたり、

いろいろ活動していくと、自分の地域が大好きにな

るんですね。知れば知るほど好きになると。

　ですから、地域の再生は知ることがスタートだな

と思いました。知らないと好きになれないし、知れば

好きになると。「地域資源の活用」とよく言われます

が、まず発見しないと活用のしようがないですよね。

活用の前に発見のプロセスが絶対に必要です。発

見して、それがいいなと思うと好きになると。

　まち歩きに参加した住民の方は、「こんなに別府っ

て面白いまちなんだ、知らなかった」と口をそろえて

言うんですね。そこから自分も活動をしたいとか、自

分も語りたいといった変化が起きてきます。それは

まち歩きの最大の効用だと思います。

　次に感じたのが「人は主役になると変わる」という

ことです。誰かにやれと言われてやるのではなく、自

分がやりたいことをやり、それを他者に認めてもらう

ことで、スイッチが入ると。なので「これをやりなさい」

といったことは言いません。できるだけ馬鹿げたこと

をやって間口を広く緩くし、「何かやってもいいんだ」

と思える雰囲気づくりをしていくことで、やってみよう

かなという人が出てくる。それに人が集まると、やっ

た人はさらにスイッチが入るんですね。そこでメディ

アが協力してくれたりすると、もっと激しくスイッチが

入って、どんどん推進し始めます。

　特に中高年女性や若者はスイッチが入りやすく、

そういう事例がいくつか見られました。先日、NHK教

育テレビの『スーパープレゼンテーション』という番

組で、アフリカなどの開発援助コンサルタントをされ

ているアルネスト・シローリ氏が「地元の人たち自

身が何をしたいか理解して、それをサポートする」と

言っていました。そのときに適切な支援をどう与える

かが大事で、最初から支援する形では何にもならな

いということです。

　これはco-designという手法だそうで、地域の住民

が主体となって自発的にやりたいことをやっていく

形にどうやって変えていくかという話なんですね。オ

ンパクに至るまで別府で行われてきた3年間の活動

にもつながる話ではと思いました。

　やはり地域再生は住民からだと思います。別府で

は、何をやっても「観光客が何人来たか」と常に言

われるんですが、竹瓦倶楽部はどこからもお金をも

らっていないので、そういう声は無視して勝手にやり

たいことをやろうと。当時は「竹瓦温泉に観光バス

が来始めたら、我々の活動は失敗ですね」くらいのこ

とを言っていました（笑）。つまりそのくらい、従来と

は違った考え方でやろうということです。100人の人

に来てもらうより、1人に100回来てもらおう、地元の

ファンを増やすと言い切ってやっていました。その

後、予算を国からもらったりするようになると言い方

も変わってくるんですが（笑）。

　最終的には観光的な動きにつながっていくにして

も、プロセスの理屈付けがなかなか難しいです。オ

ンパクみたいな取り組みが地域にとって役立つと分

かってはいても、観光客が激増するわけではない。

観光系の行政の方もどうやって予算を取るのかとい

う問題があると思います。最初は半分だましだまし、

事例を作って大きい流れを作っていくしかないと思

います。

　というわけで、まちづくりとは何かというと、「関係」
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×「経済」×「環境」であり、

全ての要素が持続可能にな

ることだというのが、私が導

き出した法則です。

　NPOは 経 済とかマーケ

ティングは全く苦手ですが、

関係づくりはとても強いです。

人とつながることが大好き

な人たちが集まっているの

で、関係を作るところはNPO

に任せればいいわけです。

NPOにあまり経済的な成功

を期待してはいけないと思

います。そもそもそういう訓

練を受けていない人たちが

ほとんどですから。

　経済の面についてはプロフェッショナルなマーケ

ティングができる人材をもってきたり、地域の企業な

どに任せればいい。環境づくりについては行政が主

体として動く話で、こうした役割分担は間違えない方

がいいんじゃないかと思います。

　よくソーシャルビジネスをNPOにさせようとします

が、私が知る限り、NPOにビジネスができる人がい

るケースはあまりないです。得意な関係づくりにつ

いてはNPOに任せ、経済は別の人や団体が担当す

るくらいはっきり割り切る方がいいと思います。

　というわけで、ロジカルに話していますが、これら

は全て「後づけ」です。いろいろやって後で「こうだっ

たんだ」と分かったわけで、物事はこんなにロジカル

には進みません。オンパクを始めたのも、たまたま県

にお金があって「使ってくれない？」と言われたので、

そろそろいいかなと思ったというのがきっかけです。

オンパクはチャレンジの機会を
与える場

　別府オンパクは2001年（平成13年）の秋にスター

トしました。目的は地域の活性化、地域の魅力を「発

掘・発見」することです。「活用」ではありません。

活用するのは発掘・発見した後だと考えています。

　重要なのは地元住民をターゲットにしたことです。

一応、予算をもらう立場上、行政には観光客を呼ぶ

と言っていましたが、実際はそんなことは一切考え

ていませんでした。来るわけないし、来なくていいと

思っていました。

　ちなみに、別府がどういう温泉地かを知っていた

だくため、このグラフを見ていただけますか。赤いグ

ラフは市役所が発表した宿泊者の数字で、青いグラ

フが入湯税申告者です。青の方が実態に近い数字

だと思いますので、入湯税申告者数をもとにお話し

します。

　1997年（平成9年）に消費税が増税されましたが、

その段階では250万人以上が宿泊していました。

2002年（平成14年）は190万人まで落ち込み、1997

年（平成9年）から2002年（平成14年）の5年間に

かけて約60万人の宿泊客が減った形です。私は旅

館組合に入っていますが、毎月の会議で前年同期

比1万人減と速報値が発表され、それが5年間続い

た形です。同じような傾向は日本全国どこでも見られ

ると思います。そういう状況の中でまち歩きをはじめ

とした地域の再生活動が始まり、やがてオンパクが

始まったという形です。
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　ちなみにグラフは2009年（平成21年）までですが、

2012年（平成24年）の入湯税申告者数は230万人、

2013年（平成25年）は245万人と1998年（平成10

年）頃の数字に戻ってきています。強調したいのは、

我々がまち歩きなどのまちづくり活動を始めてオン

パクに至った中で、宿泊者の減少が下げ止まり、復

活基調にあるということです。全てがオンパクのおか

げとは言えませんが、少しは関係していると言って

いいのではと思います。

　オンパクの事業構造ですが、パンフレットを見て

いただくと分かるように、いろいろなプログラムが集

まっています。こうした複数のプログラムを一定の開

催期間中に地域の中のいろいろな場所で行うという

ものです。

　各プログラムを実施するのは、「パートナー事業者」

と呼ばれる地元の人たちです。最初は先生と呼んで

いましたが、途中から呼び方を変えました。先生で

も講師でもなく、対等であるということですね。この

他に地元住民による会員組織です。プログラム、パー

トナー事業者、会員組織、この3つの要素で構成さ

れています。この他に運営組織のNPOがあります。

　オンパクのプログラムは、参加人数が多くても20

名くらいと、とても小規模です。地域の資源を活かし

て、地域の人が考え、地域の人材が主役の体験交

流型イベントです。

　講義1で顧客目線で管理され、プログラムの質が

そろっている事例としてみなかみオンパクの話が出

ましたが、その対局にあるのが福島県いわき市のオ

ンパクです。品質がバラバラで、やりたい人には何

でもやらせています。

　プログラムの品質にこだわるスタイルもあれば、

みんなが参加して盛り上がれればいいと間口を広

げて緩くやるスタイルもあります。どっちもありだと思

います。ただ、いずれの場合も「初めてのことをやる」

というのが重要です。

　簡単にオンパクをやろうとして、既に地域にあるプ

ログラムをインデックスにして紹介するケースがた

まに見られます。オンパクというのはチャレンジを伴

うものです。地域の人が今までできなかったことをや

る場なので、既にやっていることを並べても意味が

ないですね。

　プログラムはいずれも、開催されるのは期間中に

1回か2回です。テストマーケティングを含めて試し

にやってみる場がオンパクです。そこで活躍するのが

「パートナー」と呼ばれる事業者です。まちづくりのグ
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ループやNPO、個人事業者や企業などですが、我々

が支援するのは主に個人事業者が多いです。正確

に言えばまだ事業者ではなく、事業者を目指す個人

ですね。女性や若者が多いです。

　特技があり、何かしたいけどどうしていいか分から

ない人はたくさんいます。商工会議所や観光協会が

支援するのは既に事業を始めている人たちですね。

商店街の商店などはある意味「支援慣れ」していま

すが、女性や若者でこういうことがしたい、アイデア

はあるという人の肩を押すスキームはほとんどない

と思います。通常、商工会議所の指導員から指導を

受けるような人たちではなく、もっと個人レベルで何

かしようという人たちがオンパクのパートナーとして

たくさん集まってくるわけです。

　こういう人たちに機会を与えるプログラムは、従来

の行政の枠組みなどにはありませんでした。オンパ

クは思いがあって何かやってみたいという人にチャ

レンジの機会を与える場なんです。これはオンパク

の重要な役割だと思います。

チャレンジが生む地域の変化

　プログラムのジャンルはいくつかありますが、まず

一つ目がまち歩きです。これは自分のまちを知ると

いう意味で、あらゆる活動の基礎です。オンパクを

やるなら、まち歩きは必ずやるべきです。

　地域の場や人を知るプログラムもあります。地域

にはいろんな場があります。京都なら町家があるよ

うに、別府にも古い旅館を改装したギャラリーがあっ

たり、活弁士がいたり、いろんな活動をしている人

や場があって、それらがオンパクの期間中に開かれ、

そういう人や場があるんだと発見できます。

　また、別府オンパクでは、芸者遊びのプログラム

もあります。今も5人だけ芸者さんが残っていて、従

来は旦那さんたちのお相手をしていましたが、オン

パクでは女性向けのプログラムに変えることで新し
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いマーケットを開いています。

　あとは温泉ですね。オンパクでは特にマニアの方

に刺さるような、温泉体験のプログラムをやっていま

す。ちなみにオンパクというのは温泉泊覧会の略で

あることから、「温泉地でないとできないのか」と考

える方がいますが、今、オンパクをやっている地域

の中で、温泉地でない地域はおそらく半分以上を占

めています。実は別府オンパクで、温泉系のプログ

ラムは集客率が非常に悪いんです。マニアしか来な

いので市場も限定的ですが、マニアを通じて別府の

温泉のすごさが伝えられるので、主に情報発信用と

位置づけています。

　地域の食材や食文化を知るプログラムもあります。

グリーンツーリズムというかっこいいものではなく、

集落のおばちゃんが作っている農家の軒先で野菜

をみんなで収穫して何か作る、といった緩いプログ

ラムです。農村の暮らしを体験したり、別府のそば

の豊後水道に面する港町にバスでお出かけして、現

地の地域の人たちと交流するという広域連携のプロ

グラムなども作りました。

　あとは健康や美容ですね。別府の温泉泥を使っ

たエステのプログラムなどもあります。やっているの

は美容院の経営者です。温泉泥を使って何かでき

ないかということで、オンパクで新しいチャレンジを

しています。

　こうしたさまざまなパートナーの活動を支援する

のが、「オンパクファン倶楽部」という地元住民の会

員組織です。オンパクのプログラムに参加して楽し

んで、好きになってまた参加したいという方の集まり

で、別府オンパクでは会員が6000人います。このう

ち、アクティブな会員は2000人くらいですね。地元

に約2000人のファンがいるというのは非常に強力

なパワーです。

　会員は比較的ゆとりがある人たち、女性が多いで

す。自分で時間をコントロールできたり、知的なもの

に関心があったり、顕著なのは別府に移住してきた

方のシェアが非常に多いことです。私もオンパクで

ガイドをやりましたが、そのときの参加者の半分くら

いは移住してきた方や転勤してきた方でした。これ

は全国どこでも同じ傾向です。熱海などはこの傾向

が強く、東京から移住してきた方がオンパク参加者

の中心になっています。

　オンパクの集客率は平均すると約80％です。パー

トナーがもし個人でやりたいことをやって、個人で集

客しようと思ったらなかなか大変です。オンパクに参

加するという形なら、事務局に写真数枚とキャッチコ

ピーを提出するだけでパンフレットに掲載されます。

それを知り合いなどに配布すればいいわけで、それ

で平均8割集客できるというのは、チャレンジする

ハードルを下げていると思います。ファン倶楽部会

員という顧客を手に入れることにもなります。

　実際、多くの人が「これなら私もできます」とどん

どん入ってくるので、パートナーの参加率は上がって

いきますし、オンパクに参加して楽しんだ人が次の

オンパクでパートナーとなるケースも非常に多いで

す。あらかじめどういうものか理解してパートナーに
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なるので、人をだまして物を売りつけるなど、変な

パートナーというのはほとんど出てこないです。全く

いないわけではありませんが、そういう人は自然に

駆逐され、健全な形で運営されています。

　集客力については、私たち運営サイドはほぼ限界

と見ています。大体、例年2000～3000人くらいで、

1人当たり2000～3000円くらい使います。一次消

費としては数百万円という規模です。花火大会など

のイベントに比べると小さな規模ですが、140～150

のパートナーによるチャレンジがあり、それらが成立

するくらいの参加者がいて地域のあちこちでスイッ

チが入る、そういう質的な面で見るとパ

フォーマンスが高いと思います。

　ただし強調したいのは、オンパクとい

うイベントそのもので万単位の人を集め

るなど、劇的な集客を目指すというのは

全くの間違いということです。オンパクと

いうのは、あくまで多くのパートナーが

チャレンジして、そこに変化が起きるとい

うものです。そういう意味では、このくら

いの数字で十分で、地元でのマーケット

を作るというのが第一目的です。ここを

勘違いして「オンパクでたくさん観光客

を呼ぼう」といった話になると、やめた方

がいいとアドバイスしています。

オンパクは「地域の苗床」

　では、別府オンパクの成果についてお

話ししたいと思います。オンパクの場合、

必ずしも何人集客したかではなく、オン

パクに参加した事業パートナー、オンパ

クを開催した地域がどう変わったかとい

うことが大切です。

　例えば、観光分野の成果事例として

は、「竹瓦ゆうぐれ散策」というプログラ

ムがあります。このプログラムは別府八
はっ

湯
とう

の一つ、北浜温泉のホテル・旅館が

共同で立ち上げたもので、毎日16時頃

から旅館やホテルのスタッフがガイドと

なり、まちを歩きます。夕方からのまち歩きなので、

参加者は宿泊客がほとんどです。受益者である旅

館・ホテルが人も出すのが筋であり、そうしないと

旅館街と地域は一緒にできないということで、この形

でやっています。JTBなどで、着地型プログラムとし

て旅行商品に組み込まれるようになりました。

　もう一つの成果事例が、鉄輪温泉にある湯治宿、

大黒屋の地獄蒸し屋台です。これは別府オンパクで

非常にうまくいったプログラムの一つです。鉄輪温

泉は別府八湯の一つで、地獄蒸しというのは温泉の

蒸気を使い、釜で野菜や肉を蒸して食べるというこ



Japan  Travel  Bureau  Foundation

33

の地の伝統的な料理法です。

　鉄輪温泉のまち歩きをして、この地獄蒸しが面白

い素材だということは知っていました。宿に泊まれば

体験できるのですが、カジュアルに日帰りでも楽しめ

る地獄蒸しのシステムがなかったんですね。「何で

ないの？」と思ったのですが、鉄輪の人にとってはそ

れが当たり前、昔からこうだったと。「オンパクのとき

だけでいいから」ということで、「地獄蒸し屋台」と称

したプログラムをやってもらったんです。

　最初にオンパクを開催したときは予算が潤沢だっ

たので、運営委員会の方で費用を出して設備投資

をし、地獄蒸しを体験できる施設を作りました。オン

パクをきっかけに、地獄蒸しがメディアの全国放送

などで取り上げられて非常に注目を集めるようにな

り、大黒屋も「地獄蒸しの宿　大黒屋」

を名乗るようになりました（笑）。

　団体客が来たり、旅行会社から商品

に組み込みたいという依頼が来るように

なりました。しかしキャパがないので、大

黒屋は断り続けていたわけです。鉄輪で

地獄蒸しができないかという問い合わ

せも頻繁に来るようになり、行政が国の

まちづくり交付金を活用した事業をや 

ろうというときに、鉄輪で土地を寄付す

る人が現れたため、「これだ」ということ 

で、地獄蒸しの体験施設「地獄蒸し工房　

鉄輪」が作られました。

　この施設は、今では鉄輪の重要な集

客拠点になっています。最初に、別府の宿泊客数が

回復しているとお話ししましたが、実は伸びている

のが鉄輪地域なのです。ここ3年くらい2桁の割合で

伸びています。この施設のおかげだと私は思ってい

ます。

　まちづくり交付金の事業は失敗も多いのですが、

これは集客できている事例です。人が集まることで、

古くてボロボロだった宿に後継者が戻ってきて、改

築されたきれいな宿が増えています。宿に設備投資

が行われ、競争力がついてきています。鉄輪という

地域は、今すごく活性化しています。私は違う地域

なので、うらやましいくらいです。地獄蒸し工房自体

は毎年2000～3000万円の赤字ではありますが、数

万人単位で毎年宿泊客が伸びていることを考えると、

十分元が取れていると思います。

　もう一つの成果事例は、さっきお話しした別府の

泥を使ったエステプログラムです。このプログラムを

開発した林さんという美容室経営者は、別府の温泉

水を使った化粧水も開発しました。非常に評価が高

く、三越で全国の温泉水の化粧水を集めて販売した

ときに売り上げが一番だったそうです。

　また、棚田でお米を作っている後藤さんという人

がいます。この人もオンパクにパートナーとして参加

したのですが、すっかり有名になりました。もともと

棚田の景観を保持する目的で始めたんですが、地
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元の産婦人科や旅館からお米がほしいとたくさん依

頼が来るので、他の人の棚田も借りてお米を生産す

るようになりました。1キロ1000円くらいと強気です

（笑）。ネットでも棚田米という名前で直販しています。

　私たちは、「オンパクは地域の苗床だ」という表現

をしています。米を作るときは、苗床で種からある程

度まで育てますね。地域も同じで、思いを持った人

材がたくさんいるんです。その思いの芽が出るまで

の支援について、オンパクは一定の役割を果たして

いると思います。6000人のファンクラブ組織やノウ

ハウの蓄積、場の提供などによって、簡単に参加で

きてチャレンジできると。こういう苗床があることで、

スイッチが入る人が続々と出てくるのがオンパクで

す。これは全国どこでも共通しています。

　そういう意味では、オンパクはまさに「協

働のネットワーク」です。オンパクには、ま

ずチャレンジをするパートナーがいます。

会場提供などパートナーのチャレンジを支

えるサポーターがいて、ガイドブックを置い

てくれる協力企業がいます。この他に地域

で広告を出してくれるスポンサーもいます。

　ここに書かれている数字は、関わってい

る企業やパートナーの数です。例えば第15

回目の別府オンパクに対して全体で220の

ステークホルダーが参加しています。プロ

グラムは128個行われ、3560人が参加し、

ファンクラブの会員は6021人になったと。

こうしたネットワークがオンパクを開催する

たびに形成されていくわけです。

　もう一つのオンパクの成果に、地域のブ

ランディングがあると思います。「日経リサー

チ」の「地域ブランド戦略サーベイ2013」で、

別府市が第1回目の「地域ブランド大賞」

で審査員特別賞の「ブランド戦略優秀賞」

に選ばれました。

　特に独自性が高いと評価され、全国の

市・特別区を対象とした「ブランド力ラン

キング」は2010年（平成22年）に29位だっ

たのが、今回は19位にジャンプアップして

います。魅力点ランキングの「温泉」、経験価値ラン

キングの「健康や美容に効果がある」では全国1位

を獲得していて、これはうれしかったですね。

　審査員も「オンパクの取り組みが効いているので
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は」とコメントされていて、我々がオンパクでずっと

発信してきた「日本一の温泉で元気できれいになる」

というメッセージがちゃんと伝わったのかなと思い 

ます。

「公共政策としてのオンパク」の
可能性

 では、公共政策とオンパクについてお話をします。

今、最も私の関心が高いのがこのトピックです。今ま

ではとてもいい話ですよね。ただ、その一方でオン

パクをやっている地域はとても苦しんでいます。そ

れはオンパクという事業は、基本的には黒字になら

ないからです。

　ならないのが当たり前なんです。そもそも、220も

のステークホルダーとからむ事業が黒字になるわけ

がない。もっと稼ごうと思うなら、優れたプログラム

を提供できるパートナーを絞り込み、いくつかの旅

館と組んで集客を徹底すればいいわけです。でもそ

んなことをやったら、地域のごく一部が関わればい

いだけで、NPOが介する必要は全くないわけです 

よね。

　我々はいろんな人が参入、チャレンジして成長で

きるよう、地域全体をオンパクの受益者と考えてい

ます。しかし、このオンパクという事業自体で受けら

れる助成金や補助金が受けられる期間は、残念な

がら最長で3年間です。

　例えば、商工会議所の経営指導員への補助は延々

と出るわけですね。観光協会もそうです。もっと言えば、

行政の観光セクションの人件費は延 と々出続けるわ

けです。これらとオンパクのやっていることは何が違

うのか、私にはいまだに分かりません。純粋に投下す

る資金と効果を比較すると、負けるわけがないと思っ

ているのですが、何だかよく分からない補助金のルー

ルというのがあって、3年間で終わりとなっています。

　オンパクという事業が自主財源で独立できるとい

う幻想のようなものがあり、それに縛られているわけ

ですね。しかし、オンパクというのは中間支援組織な

のです。ブランディングをしたり、今まで商工会議所

などの支援先の枠に入らなかった若者や女性の起

業を支援する取り組みです。こういう部分には政策

的に投資していいと、私は思っています。

　アメリカは、雇用人口の60％が従業員5人以下の

個人事業者なんですね。フェイスブックもアマゾンも

これらの人たちを支援するためのデザインをしてい

ます。そこから、イノベーションが起き、社会が活性

化していくわけです。

　一方、日本はいまだに大企業が中心で、政策もや

はり大企業を中心に行われていますが、もう古いと

思うのですね。5人くらいの人たちのグループがどん

どん出てくることが、観光にせよ、何にせよ、地域再

生にとって非常に重要な戦略だと思います。そうい

うところに支援する活動が、なぜ公共投資と見なさ

れないのか。成果が出続ければ、投資も続けられる

という合意がなされればいいわけですが、なかなか

自治体とオンパクをやっている組織の間ではそうい

う話にならないのです。そこが歯がゆいなと私は

思っていて、議員となって何とかできないかともが

いているところです。

　私はオンパクは公共投資、社会的インフラへの投

資だと考えています。インフラというのは、水道管と

か道路を指すのではなく、人と人との関係という意

味です。投資効率は常に高く上げていく努力は必要

ですが、そういう社会的なインフラへの投資だと割

り切ってやれればいいなと思います。

　別府オンパクでは、事業費はスポンサーやパート

ナーから集めた金などで自力で捻出できます。我々

のような立場はボランティアなのでいいんですが、ど
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うしても捻出できないのが、事務局の真ん中で動く

コーディネーターのコストです。自治体としてそのよ

うな人財に予算をつけることができるのかどうか、難

しいかもしれませんが、どこかで乗り越えてほしいと

思います。

　オンパクの取り組みを基盤にして展開が可能なも

のを挙げました。一つには着地型観光があります。

六次産業化にも役立ちます。一番重要なのは、2番

目に挙げた「女性、若者などの小規模起業の支援」

だと思います。これに対する最初のチャレンジ、動

機付けとしてオンパクは強力な力を発揮します。

　最後の3項目はこれからのテーマだと思います。

「社会教育事業、コミュニティ・スクール」とありますが、

こういうところで働いている人はオンパクのコーディ

ネーターと非常に親和性が高いと思います。行政で

こうした社会教育的な部分とオンパクをどう組み合

わせていくかということはぜひ考えていただければ

と。観光だけではなく広い意味で応用できると思い

ます。

　もっと言えば自治会など住民自治機能ですよね。

合併したところは、特にこういう部分を強化しなけれ

ばいけませんが、難しいことから入るより、オンパク

のまち歩きのような楽しくてみんなが参加しやすい

ものを活用すれば、参加率が高く、新しい絆も生ま

れてくるのではないかと思います。

　そして、何よりも自治体の人材育成にも役立つと

思います。自治体は、新卒で入ってきてその後、現

場に入って物事を自分でやってみるといったトレー

ニングがあまりされない組織だと感じていますが、こ

れからはそれでは厳しいですよね。かといって、あま

りに大きなプロジェクトを任せてもうまくいかなかっ

た場合に困るので、オンパクのようにコンパクトなプ

ロジェクトに自治体の職員が参加してもらえれば、人

材を育てるプログラムとしても活用することができる

のではないかと思います。

　実際、今の形で終わらせるのはもったいないので

す。ですから、今後はオンパクを自治体としても包括

的な取り組みとして考えていただき、公共政策に取

り入れるなどの試みをやっていければと思います。

そうするとかなり面白い変化が起きてくるはずです。

自治体が持っている政策課題の解決策としても、さ

まざまな可能性が見えてくると思います。
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【会場】　オンパク集客の表で、2年目〔2002年（平

成14年）〕の定員稼働率が34％と低いのですが、こ

れは何か理由がありますか。

【野上】　この年はワールドカップがあった年で、「ワー

ルドカップ版オンパクで外国人を呼べ」ということで

予算をいっぱいいただいたので、そういうコンセプト

で一応やったんですが、いきなりそういうことをして

も来るわけがなく、それでこういう数字になっていま

す。来ていただいた外国人の方も少しはいますし、

そういう方には深い感動を与えましたが、集客率自

体は低かったです。

　この表で2005年（平成17年）の開催日数が88日

間とありますが、このときは長期開催にチャレンジし

ました。3カ月間毎月ガイドブックを作って、うまくいっ

たら12カ月やって年間通じて集客しようと思ってた

んですが、企画も集客するパワーも続きませんでし

た。このあたりでオンパクを年間通じて開催してたく

さん集客しようという野望は破れましたね。これ以降

は、オンパクは地元の人たちのスイッチを入れるトリ

ガーであると位置づけを明確にして開催しています。

　ちなみに別府オンパク参加者の属性は、別府・

大分都市圏が7割、その他県内2割、県外1割という

ことで、開催地によって若干比率は変わりますが、地

元参加者が多いのはどこでも共通しています。女性

が全体8割以上、別府の場合は20代から60代まで

均等に参加しています。

【会場】　地元住民がパートナーとして参加しやすい

よう、どのような工夫をしていますか。

【野上】　それは楽しく、緩くやることですね。あまり堅

苦しく権威づけてやるのではなく、会議をするにして

も会議室でやるのではなく、お茶を飲みながらやる

とか。

　私たちはよく「KKD」と言っています。「こ
4

れく
4

らい

ならで
4

きる」の略ですね（笑）。今、40数地域でオン

パクが開催されていて、最初に別府に来て視察する

質疑応答
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わけですが、ほとんどの方が共通して言うのは「これ

くらいか。それならうちの方がうまくできますよ」と。

　これは私は重要だと思っています。これくらいなら、

「うちはもっと上手にできる」という印象を持つとい 

うのは、多くの人が参加しやすいことを意味するの

です。

【会場】　私どもの地域は市町村合併したのですが、

地域間の連携が弱いんですね。そういう点は、別府

ではどうしていますか。

【野上】　オンパクをやるときにはコーディネートする

人がいるわけです。みなかみ町なら施井さんのよう

な方ですね。人材によると思うのですが、顧客目線

でものを考えられる人がいて、まずその人がとにか

く面白いことをしようと考えることが大事です。

　「全員参加しないとダメ」とか、「各町村から2つず

つプログラムを出してください」とか、そういうアプ

ローチをすると失敗します。やはり面白い活動をし

ている人を見つけたり、この人がやっていることは紹

介したいと、顧客目線で見られる人がオンパクの企

画をすべきです。最初はこちらが声を掛けてパート

ナーを集めてくる必要があります。説得したりする場

合もあります。けれど集めた人たちでオンパクを開

催すると、そのガイドブックを見て、最初は発掘でき

なかった人たちが「こういうものを私は待っていた」

という感じで、自分から参加してくるようになるのです。

　オンパクは2回目、3回目と拡大していきます。最

初の回だけは見つけてこないといけないので大変

ですが、そのときに発掘できなくても、潜在的にパー

トナーになれる人、参加したい人はたくさんいるので

す。だから、割り振ったりしちゃダメです。センスがあ

り、フィルターを持っている人が関わる必要があると

思いますが、まずはそういう人を見つけられるかどう

かだと思います。

【会場】　公共政策としてのオンパクというお話の中

で、社会教育事業やコミュニティ・スクールへの展

開のお話がありました。もう少し具体的に、可能性に

ついてお聞かせください。

【野上】　最近オンパクが行われている地域ではやっ

てきているのが「キッズ・オンパク」といって、子供

たちを対象に、地域を体験するプログラムを集めた

オンパクです。これはすぐに学校の現場にも対応で

きます。

　別府市などは公民館に社会教育士を配置して、

地域と学校をつなげていく取り組みを最近スタート

しています。ただ、彼らは体験コンテンツを持ち合

わせてないんですね。自分たちで一生懸命企画を

作って、子供たちを集めるということで非常に効率

が悪いのです。オンパク組織では既に子供たち向け

の体験プログラムをたくさん作って、リスト化できて

いるので、例えば、社会教育士が「このプログラムを

お願いします」と選べばいいだけなのです。地域の

交流プログラムをオンパクのNPOがたくさん作って

パートナーも育成し、各公民館やコミュニティ・スクー

ルがそれらを素材として活用していくという協力のイ

メージを持っています。

　別府では文部科学省の事業として、そういう取り

組みが進みつつあります。そうすると地域で活動し

ている人たちと学校が自然にリンクしていくと考えて

います。

【会場】　公民館講座みたいなものがありますが、そ

のあたりとオンパクプログラムとの線引きは？

【野上】　公民館の講座もオンパクのプログラムも変

わらないと思いますし、そこには線引きがないと思っ

ています。公民館での講座は高齢者向けのものも多

いですが、いろんな人たちが入ることでもっと楽しい

ものにできればと思います。今までお年寄りしか来

なかったのが、子供たちが来たり、ママと子供で来

たり、来る人も広がりも出てくるのでは。そういう意味

ではオンパクの活動と連携できるのではないかと。

仮説ですが、そう思っています。

　実際、オンパクで育ったパートナー事業者が別府

の公民館でプログラムをやるケースは相当多く、図

らずも人材を提供するという役割を果たしていると

いう状況です。
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【会場】　別府ではインバウンドのお客さんが増えて

いると思いますが、外国人のお客さんとオンパクと

の関わりをどう捉えていますか。

【野上】　インバウンドは、オンパクと直接的にはあま

り関係がないと私は思っています。別府自体はイン

バウンドのお客様がアジアを中心に相当増えていま

すが、オンパクによって増えているという印象はあり

ません。インバウンドのお客様たちは地獄巡りなど、

従来の観光素材で十分集客できていると思います。

　ただ今後の戦略としては、オンパク的な体験や交

流で、インバウンドのお客様たちにも強烈な印象を

残すことが必要だと思います。実はそこはまだでき

ていません。宿によっては、秘湯に行ったり、オンパ

クのプログラムでやっているようなことを自分たちで

やって、お客様にフェイスブックなどで口コミで発信

してもらい、集客につなげるといった取り組みを個々

でやっています。うちの旅館もそういうことはやって

いますが、地域の戦略としてはまだやっていません。

もともと団体客が多かったので、そういう意味では取

り組みが遅れていると思います。

【会場】　「地獄蒸し工房　鉄輪」は非常にお客さん

が来ているにもかかわらず、赤字なのはなぜなので

しょうか。

【野上】　ここでやっているのは地獄蒸しの釜のレン

タルで、その料金が数百円という設定なので、どん

なにたくさん人が来てもスタッフの人件費は払えな

いんですね。最初から赤字になる前提で、行政サイ

ドでそういう設計をしていると。一時期より赤字は

減っていますが、当初から赤字前提で集客施設を

作ったということで、すごいなと（笑）。

　別府には市営温泉もありますが、そこも赤字です。

常に税金が投入され続けているので、ある意味そう

いうことが許されているのかなと。全部黒字にしない

と、という意識はないですね。

【会場】　オンパクを継続していくことについて、今後

どう考えていますか。継続するには、やはり黒字にす

ることは必要なのでは。

【野上】　例えば一つの企業を見ると、工場や営業部

門は利益を出しますが、研究開発や人材育成といっ

た部門は収益を生まない赤字部門です。でも全体

で一つの組織が持続的に成長する構造になってい

るわけです。観光地というのは、これまでは研究開

発の部分を旅行会社に担ってもらい、商品を作って

もらってホテルに送り込み、マージンをとって成立し

ていました。

　それが着地型になったとき、その形が変わり、今

まではそもそも個々の旅館と旅行会社という狭い範

囲で成立していたビジネスモデルが、今の観光マー

ケットはそうではなく、地域全体を巻き込んだ価値

創造みたいな話になっているわけです。そうすると

地域全体でお金が循環する仕組みを新しくデザイン

しないといけません。

　そう考えると、オンパクというのは地域全体を経営

する中の赤字部門でいいと、私は思っているのです。

そこを黒字にするというのは、企業の研究開発部門

を黒字にするのと一緒で、合理的ではないと思って

います。

　地域全体を経営する戦略の中で、どこで稼いで、

どこで将来への投資をするか、戦略をちゃんとデザ

インするべきだと思っています。オンパクとか最近出

てきたニューツーリズムなどの活動は、赤字部門と

いう位置づけであり、そういう合意決定がなされるよ

うな評価指標みたいなものは必要だと思います。

　地域全体として成長するためにオンパクにこうい

うものを求める、ただし赤字額は減らしていこう、そ

のためにはスポンサーを多く募ったりファンクラブを

作ったり、生産性は上げようと。ただ、黒字化がゴー

ルではないと。求める尺度は地域でどれだけの人間

にスイッチが入ったか、変化が生まれたかを見ても

らいたいと。そういう指標が地域の中にしっかり戦略

として組み込まれれば、その地域はすごく強くなると

私は思います。


